
 

 

６月１３日（火）は、授業参観日でした。PTA役員の方には受付をお手伝いいた

だきました。保護者の方々がご参加いただいたことで、生徒たちもいつもと違った

緊張感があったと思います。授業における学習の課題に対して、まず自分の考えを

持つこと。意見交流の時間（グループ活動やタブレットも活用して意見交換等）を

通して自分以外の考え方を知り、理解を深めること。授業の終わりに学習課題につ

いてまとめを行うこと。このような授業を毎時間積み上げて、学習内容の定着を目

指しています。

 後日寄せられた参観会のアンケートを一部ご紹介します。 

・授業の様子が分かりました。少しでも学校生活が見られてよかったです。 

・少人数なのでどんな感じなのかなと思いましたが、先生の話をよく聞いて、答え

や意見を発言し、みんな明るい雰囲気でした。 

・パソコンを使った授業も分かりやすく、素晴らしかったです。約２か月経って、

少人数の中のびのび生活している姿を見て、性格的に学院に入ってよかったです。 

・指名しながら発表していて、子供達はしっかり聞いていないと分からないので、

指名制は良いと思います。プロジェクタの使用で、時短にもなるし見やすくて画

期的だと感じました。 

 

 参観日の午後は、情報マナー教室を実施しました。浜松市青少年育成センターの

古川さんを講師にお願いして、スマートフォン使用や SNS 利用に依存することの怖

さなど、具体的事例を交えてお話しいただきました。スマートフォンの不適切な利

用に起因する問題は、身近な社会問題となっています。ご家庭でも使用のルールに

ついて今一度話し合ってほしいと思います。 

学院中だより 興誠学園教育理念「誠の精神」
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６月１５日（木）、１年技術・家庭科（栽培分野）学習で恩地町の畑を借りて苗の

植え付けを行いました。小雨まじりの天候でしたが、１４人で３６０本の苗植えを完

了しました。畑の耕し・畝づくり・マルチシート（黒色ビニール）張りまで、「恩地

町環境みどりの会」代表の見野さんにお手伝いいただき、能率よくしっかり植え付け

ることができました。 

およそ４か月で収穫できるまでに成長します。収穫したら地域学習・職業体験の一

環として地域のスーパーで販売する予定です。今から収穫の日が楽しみです。

 

 

 大会スローガン『感動ある大会にしよう』（挑戦）（友愛）（自立） 

 大会当日を感動あるものにすることは言うまでもなく、大会に臨むまでの日々の

練習の積み重ねも、「感動ある大会」につながるものと考えられ、このスローガンが

掲げられています。３年生にとっては最後の大会になります。これまでの練習の成

果を発揮して、一戦必勝の気持ちで頑張ってほしいと思います。 

＜バスケットボール＞ 

 会場 6/24（土） 6/25（日） 

男
子 

両日ともに 
曳馬中体育館 

8:45～ 対 浜松北部  8:45～ 対 中郡 

13:45～ 対 浜名 13:45～ 対 北浜 

女
子 

両日ともに 
浜松南部中体育館 

8:45～ 対 南陽  8:45～ 対 清竜 

13:45～ 対 可美 13:45～ 対 雄踏 

※ 時間は、開始の予定時間です。予選を経て翌週の決勝トーナメントに続きます。 

＜柔道＞ 

 7/1（土）サーラグリーンアリーナ 9:45個人戦競技開始 

＜剣道＞ 

 7/2（日）サーラグリーンアリーナ 個人戦１回戦、翌週 2回戦以降実施 

＜陸上競技＞ 

 7/22（土）浜松市四ッ池陸上競技場 

技術科竹村先生の注意事項を聞いてから、分担された畝に手際よく作業しました。自分が植えた苗には、
「大きく育ちますように・・・」と願いをメッセージにして残しました。 


